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渡辺洋詩集『向日　歌う言葉』（書肆山田2010年刊）の感想

　この感想を書く切っ掛けは、まず3月30日の午後に渡辺洋さんとわたし
を入れて6人でビールをに飲みながら（わたしはノンアルコール）料理を
食べている時、詩を巡る四方山話が進んで、渡辺さんの詩集『向日　歌う
言葉』が3度読んだけどどうもよく理解できなかったというわたしの発言
になったのです。
　そして、翌日の3月31日に渡辺洋さんはtwitterで、「ぼくの詩集『向日　
歌う言葉』は、ぼくが生きているという事実が伝わってこない、3回読ん
だけど理解できないと、鈴木志郎康さんに面と向かって言われたことは、
ここに書いておきましょう。つまり、そのくらいシビアなところもある飲
み会なのよ。」とつぶやいて、更に
「こういう詩、こういう詩を書く人間がいるということが、志郎康さんの
想像力の外のことになってしまったのかもしれませんね。」とつぶやいた
んですね。
　そこで、わたしはもう一度ちゃんと読んでみようという気になったので
す。そして最初の「向日」を引用して、そこに使われている「世界」とい
う言葉になじみが無いとツイートすると、渡辺さんから
　「自分でする説明が正しいものかどうかは分かりませんが、全体に鬱病
からの社会復帰というのが、ベースにあると思います。『思います』って
自分で言うのも変ですが。」
　という返事がありました。わたしはこの返事で詩集を理解する切っ掛け
を得たように思い、再度詩集を読み直して感想を書くに到ったのです。

　詩集『向日　歌う言葉』の詩を読んでいくと、詩の作者が感じて意識し
て考えていることと、わたしが日頃感じ考えているとはかなり違うという
ように思えてきました。この現実で生活している作者はこの現実を生きに
くいと感じて絶望して、自分が生き生きと出来る世界を求めているように
思えるのですが、現在のわたしにはそういう思いはありません。でも、こ
れらの詩篇を更に何度か読み返すと、自分のそういうのほほんとした生活
態度でいいのかなあとちょっと気がかりになりました。
　さて、この詩集の作者は、吹いてくる方向も定まらないビル風のように
吹き付けてくる自分にそぐわない言葉に曝されていて、孤独に「さわやか
な投石のような言葉をさがす」、また「言葉の瓦礫にうずもれているぼく
を呼び起こして青空に放り出す言葉をさがす」ことが問題なのですが、な
かなかそういう言葉が見つからないが、「ぼくは朝を待つ言葉で話がした
い」、つまり希望に満ちた言葉を語り合いたいということなんですね。そ
ういう「場所」に辿り着こうとしている、その苦悩が前半の「向日」とい
うタイトルの6篇の詩では語られていると受け止めました。
　ところで、「ビル風のように吹き付けてくる自分にそぐわない言葉」と
か「ぼく」が「うずもれている」「瓦礫の言葉」というのは現実のどうい
う言葉なのか、作者に取っては自明のこととして具体的は示されていませ
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んが、察するところでは、資本の流れに乗って書かれ語られ、権威付けら
れて、人々の心を眠らせるメディアの言葉ということになるように思われ
ます。というのは、前半の「向日」詩篇では作者の苦悩が語られている
が、「歌う言葉」のパートに置かれた10篇の詩は、いわば「瓦礫の言葉」
が「ビル風のように吹き付ける」現実に対して、自分の意志で現実に立ち
向かって発信しようという思いとそういう表現を実現している人たちに寄
せる思いを語っているからですね。
　「歌う言葉」のパートの最初の「春のように」という詩では、

　　自分のことばかり話そうとしていた季節から
　　きみの話を聞きながら少しずつ抜け出していきたい
　　誰かに聞いてほしいと思いつづけていた話もわすれて
　　自分でも思い出すことすらなかった話をはじめられたら

というように、自分を取り戻して現実に向かって発言して行こうという気
持ちを語っている。また「本を読む」という詩では、反政府的な言語活動
をしているトルコの作家に思いを寄せて、

　　トルコの作家オルハソ・パムク
　　彼の小説『雪』の英訳をインターネットで買う
　　日本の地上の本屋が
　　金儲けやストレス解消のための
　　一〇〇円ショップになってしまった時代
　　言葉の向こうにいるのほ数字になってしまった人間

　　雪に閉じ込められた
　　原理主義と民族対立にゆれるトルコの一地方を
　　反政府的言動からドイツに亡命していた詩人が訪れる
　　新聞に依頼された取材を口実に
　　都市では失われた故国らしさを残す街で
　　同級生だった女性に会うために
　　そして自分の詩を取り戻すために

という闘う姿勢を見せるような気持ちを語っています。
　「歌う言葉」の後に置かれた「私は断固として闘います」という尊敬す
る「Ｔ先生」に寄せる思いを語った「向日７」からの三編の「向日」は、
つつましく密やかに現実に向かって行こうとする気持ちが語れれていると
受け止められます。この詩集の最後には、

　　あたらしいシャッツのように
　　はじめてのラジオのように
　　私たちを分けへだてる
　　ちいさな怒りをとかすスープのように
　　一行でも世界を書き直そう
　　心に風をあててなびかせていこう
　　
と書かれて終わっています。
　二，三度読んで掴み損ねていた渡辺洋さんの『向日　歌う言葉』を何と
かわたしなりに読みこなして見ました。渡辺洋さんのtwitterのつぶやきを
見ていると、反原発のデモに行かれたり、原発事故の被害状況を訴えるツ
イートや朝鮮人の対する暴言デモに反対するツイートをしきりにリツイー
トしていたりして、社会運動に感心を持って参加しているように見受けら
れます。そうした現実の社会と向き合った時の「一行でも世界を書き直そ
う」とする詩の言葉がどういうものになるのか、今後の渡辺洋さんの詩を
見ていきたいと思います。
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